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柵口の万年雪へ 
 

１．万年雪の春から秋までの変化 

春 (2014.5.20 約 35 万 m
3) 深さ約 13m の谷が上の斜面から落ちた雪

ですっかり埋まり，舗装道路より１m も高く積もっています。 

真冬には，これより 10m 以上も積もると思われます。万年雪の表面

は，絶壁から崩れ落ちた大小の岩屑で覆われています。 
 

 

夏 (2014.8.18 約 4500m
3) 万年雪は３ブロッ

クに分かれており，最大のものは，長さ 57m，

幅 27m，深さは 4m でした。体積は春の 1.2%

に減少しドーム状になっています（写真のよ

うにもうもうと霧が出ています)。 右の写真

は残雪がはっきり２年分見られた時のもので，下側が堅くて古い雪，上側が比較的軟らか

い新しい雪です。境界線は岩屑が積もったもので年層といわれます (2013.9.18)。 
 

秋（2005.10.28 約 1000m
3) この時の残雪は大きな船のような形で，長さ 30m，

幅 20m，高さ最大 7m でした（右の写真)。 
 

２．万年雪残雪量の年次変化（毎年 11 月下旬の推定値） 

 2005 年 240m
3
                               2011 年  98m

3
  

 2006 年 150m
3
                               2012 年 1500m

3 

 2007 年   0m
3（８月 31 日に消滅)            2013 年  350m

3 

 2008 年   0m
3（11 月 13 日に消滅)            2014 年   20m

3 

 2009 年   0m
3（９月 24 日に消滅)            2015 年  600m

3   

 2010 年   0m
3（11 月 18 日に消滅)            2016 年    0m

3（９月５日に消滅) 

 以上のように，万年雪が残ったのは過去 12 年のうちで７年だけでした。 
 

３．柵口の万年雪の特徴 

柵口の万年雪は，権現岳(標高 1104m)の東斜面にある。頂上付近から約 45°の急斜面があり，

その下は地すべりブロックの再活動による凹地になっていて，そこに万年雪が堆積している（小

林，1986)。標高は 530m であり，集落からの道路距離は 2.9km，標高差は 260m である。また，

最も高い所にある水田からの道路距離は 1.3km，標高差は 140m である。かつては，地元の方々

が食品の貯蔵等に利用したという。 

 このように，集落および農業生産の現場から極めて近くにある万年雪として，柵口のものは

他に例をみない特異なものと考えられる。 
 

４．1986 年の雪崩 

柵口地区に 1986 年 1 月 26 日 23 時頃，最大速度時速 180km，走行距離 1800m，デブリ量 10～

30 万 m
3 と推定される大規模の表層雪崩が襲い，13 名の死者が出る惨事となった（小林,1986）。

前述のように，権現岳の東側は急斜面になっており，その下は凹地になっている。夏季にはこ

こに集まった雨水は北に流出する。しかし，冬季にはこの凹地が降雪および急斜面からの雪崩

で埋まり，その後の雪崩はまっすぐ東に流れ，集落を襲ったことになる。 
 

５．その後に講じられた対策 

1986 年の雪崩で生じたような被害を再び被ることのないよう，次のような対策が講じられた



（新潟県能生町，1989)。①誘導工：雪崩を被害が生じない方向へ誘導する。誘導堤および誘導

溝。②減勢工：雪崩のエネルギーを減殺，減勢する。土塁および防護杭（群杭）)。③防護柵：

雪崩を透過減勢させ，集落手前で止める。 ④森林整備：ハンノキ，スギ，ケヤキ，クルミ等。  

                

  防   ハ  ハ 

護    ン ン 

柵    ノ ノ 

     キ キ 

( 春 ) (夏) 

 以上のような対策が講じられたが，その後は大きな被害が出るような雪崩は発生していない。

これは，能生(海岸線から 4km，標高 55m)で３ｍ，田麦平(海岸線から      10km，標高 220m)で４ｍ

を超すような大雪が降っていないためと考えられる。 

 なお，雪崩総合観測施設で雪崩の規模や発生状況を観測している。その結果，万年雪の近く

では最大積雪深 560cm(2004～05 年冬期)，雪崩発生回数 408 回(2005 年１～３月)を検知してい

る(秋山ら，2005)。 

 最近では，2012 年１月頃にも中規模の雪崩が発生し，約 70 本の杉の木が折れたが，人家に

は被害がなかった(伊東ら，2012)。 
 

 万年雪の前にある駐車場のようなコンクリートの斜面は，実は駐車場ではありません。雪崩

が人家のない方向に流れるようにする誘導路です。そして高さ８m のコンクリートの壁は，雪

崩が人家のある方向に流れるのを防ぐ壁です。 
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